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論文題目  
箱庭療法における主観的体験と治癒的要因に関する研究  
─ 力動、連続性、プロセスの視点から ─  
（論文内容の要旨）  



















 第 3 章では，箱庭療法の場において制作者が持ちうる関係性と力動について検討
された。イメージ体験を含めると，箱庭の体験のされ方は制作者にとって距離感・
存在感ともに様々であり，多様な体験がされることが推測された。  
 第 4 章，第 5 章，第 6 章では，大学生・大学院生 30 名に，3 回の箱庭制作を行い，
質問紙とインタビューを行う調査研究を実施した。「制作者の自我と箱庭イメージの
関係性尺度」の尺度得点の変化の分析と語りの分析の結果，1・2 回目で親和性得点
が高く異質性得点が低いが 3 回目は両得点が平均程度で，2 回目から 3 回目にかけ
て 73.3%が箱庭との距離が「離れた」と述べた「離れ変化群」，  1・2 回目で異質性
得点が高く親和性得点が低いが，3 回目に異質性得点が低く親和性得点が高くなる
「自分変化群」，1・2・3 回目を通じて異質性得点が高く親和性得点が低い「異質維
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持群」の 3 群が抽出された。第 5 章では，より多角的に検討するために，SD 法の印
象評定と事例検討から，3 群の主観的な体験について検討した。また，3 回を通じた










 第 8 章では，連続する箱庭制作で見られる連続性とプロセスの心理療法としての
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（続紙  ２）                            
（論文審査の結果の要旨）  








 第 1 章では，箱庭療法の先行研究を概観し，「力動」と「プロセス」と「連続性」






ることも , 極めて難しいこととなる。そんななかで本研究は , この難しいアプローチ
をとり続けたことは、高く評価できる。そこには , 調査の方法の工夫や , 粘り強い調
査態度が垣間見えており , 著者の研究能力の高さがそこに現れていると思われる。  
 第 2 章では，作成された質問紙「自我と箱庭イメージの関係性尺度」から「親和
性」と「異質性」の 2 因子が抽出された。箱庭と制作者との間の「距離」について
数量的に明らかにされたことは , 興味深い結果である。  
 また第 4 章〜第 6 章では ,  3 回の箱庭制作を行う調査研究が実施された結果 ,  1
回から 3 回の箱庭制作の間の変化には , 異なった 3 パターンの群が抽出された。ま
たインタビュー調査では , それら 3 群の主観的な体験についても検討が加えられ，2
回目では「1 回目の箱庭と同じものを作りたくない」という気持ちや「気が楽にな
った」という制作者の主観的な変化が制作に影響を与えていたり ,  3 回目では，半
数以上の制作者がイメージを決めてから制作し始めるなど，イメージの体験に違い
が見られることなどが明らかにされた。これまで , 一回限りの箱庭制作が検討の対
象になることが多かった箱庭療法研究のなかで , このように , より臨床場面に近い
形で調査検討が行われたことも意義深いと考えられる。  
 その後本論文では，箱庭制作で見られる連続性とプロセスについて , 心理療法と
しての意義を検討し， 箱庭療法における制作者の主観的体験と治癒的要因の関連に
ついても論じられている。  




しかし , これらの指摘は本論文のさらなる発展を期待するものであり , その価値を
下げるものではない。  
よって , 本論文は博士（教育学）の学位論文として価値あるものと認める。また ,
令和 2 年 2 月 13 日 , 論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果 , 合
格と認めた。  
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